
こんにちは市長室です
山口市長

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

　

私
に
と
っ
て
過
去
の
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
は
西
暦
３
世
紀
の
ロ
ー
マ
の

聖
人
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
由
来
す
る
記
念
日
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
愛
の
守
護

者
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
殉
教
の
日
で
あ
る
２

月
14
日
は
、
現
代
で
は
世
界
各
地
で
男
女
の
愛
の
誓
い

の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
中
心
に
な
り
、
義
理
チ
ョ

コ
が
流
行
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
そ
の
傾
向
に
変
化
が

起
き
て
き
て
、
本
来
の
意
味
が
復
活
し
て
き
た
と
の
こ

と
で
す
。
好
き
な
人
へ
愛
情
を
伝
え
る
た
め
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
言
葉
は
要
り
ま
せ
ん
。

　

相
手
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
伝
え
る
こ
と
は
、

非
常
に
簡
単
な
よ
う
で
あ
り
難
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
仕
事
を
進
め
る
上
で
、
行
政
の
考
え
方
や
真
意
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
、
合
意
形
成
や
理
解
を
得
る
た

め
に
は
大
変
な
時
間
と
努
力
が
必
要
で
す
。

　

行
政
の
考
え
方
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
は
、
市
報
や

回
覧
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の

考
え
方
が
多
様
な
中
で
、
こ
れ
ら
の
手
段
で
全
て
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
ほ
か
の

手
段
は
な
い
も
の
か
と
考
え
ま

す
。
説
明
会
な
ど
直
接
の
対
話
を

す
れ
ば
、
気
持
ち
や
考
え
方
は
伝

わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

行
政
の
考
え
を
伝
え
る
に
は
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
気
持
ち
で

伝
え
れ
ば
、
何
事
も
伝
わ
る
も
の

な
の
か
、
ど
う
な
の
か
？　

悩
む

と
こ
ろ
で
す
。

賀詞交歓会にて参加者の皆さんと（1/7）
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「協働のまちづくり市民会議」の参加者を募集

協働のまちづくりを推進するための会議に参加してみませんか？

　

最
近
、
地
方
自
治
の
分
野
で「
協
働
」と

い
う
言
葉
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
訳
語
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、「
協
働
」と
い
う
言
葉
に
は
、

単
に
一
緒
に
や
る
、
協
力
し
て
や
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
異
な
る
も
の
の
出
会
い

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
新
し
い
相
乗
効
果
、

創
造
性
を
期
待
す
る
意
味
を
込
め
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
中
で
も
、
特
に
、
行
政
と
市
民

が
協
働
す
る
関
係
を
指
し
て「
市
民
協
働
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
市
民
、

市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
と
市
が
お
互
い

の
立
場
を
理
解
し
、
公
共
の
利
益
の
増
進

を
図
る
た
め
に
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ

て
対
等
な
立
場
で
努
力
し
、
そ
の
成
果
と

責
任
を
共
有
し
合
う
関
係
」と
い
え
ま
す
。

　

笠
間
市
で
は
、総
合
計
画
に
お
い
て「
市

民
と
行
政
の
連
携
と
協
働
」に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
基
本
方
針
を
定
め
て

い
ま
す
。
市
政
懇
談
会
で
も「
協
働
」に
つ

い
て
の
質
問
が
度
々
出
て
お
り
、
行
政
・

市
民
が
協
働
の
理
念
を
理
解
し
、
双
方
向

か
ら
連
携
し
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

を
設
置
し
、
ル
ー
ル
づ
く
り
と
指
針
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
協
働
の
条
例
化
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
募
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
市
民

活
動
団
体
か
ら
の
参
加
者
、
ま
ち
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
学
生
等
15
人
程
度

設
置
予
定
期
間
▼
平
成
20
年
３
月
〜
平
成

22
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
／
平
日
の
夜

（
７
時
〜
９
時
）月
１
回
程
度
開
催

市
民
会
議
で
の
検
討
内
容
／

①
協
働
の
基
本
ル
ー
ル（
定
義
）づ
く
り

②
市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
指
針
づ

く
り

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
指
針
づ
く
り

④
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
条

例
化
の
検
討

応
募
資
格
▼
市
内
在
住
、
又
は
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
の
方

応
募
要
領
▼「
協
働
」又
は「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
や
経
験
な

ど
を
交
え
た
自
身
の
考
え
や
提
案
な
ど

を
レ
ポ
ー
ト（
２
０
０
〜
８
０
０
字
）に

ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
、

市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
に
所
属
さ
れ
て
い
る
方
は
団
体
名
を

明
記
し
、
市
民
活
動
課
へ
持
参
又
は
、

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
▼
３
月
10
日（
月
）

選
考
結
果
▼
３
月
中
旬
ま
で
に
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
市
民
活
動
課
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ（
内
線
１
３
４
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

市
民
会
議
の
組
織
▼
人
数
25
人
程
度（
う

ち
市
民
か
ら
の
公
募
は
10
人
程
度
）
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